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二次医療圏別の概況について

※本書の全部または一部の複写・複製・転記載および磁気または光記録

媒体への入力、関係者以外への開示等を固く禁じます。

Administrator
テキストボックス
令和２年度 第２回宮城県地域医療構想調整会議

Administrator
長方形

Administrator
テキストボックス
資　　料　   ２ 

Administrator
長方形



2021 Copyright© NIHONKEIEI Co.,Ltd. All rights reserved. 2

全医療圏の概況
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病院数 診療所数 病床数 一般病床数 療養病床数 回復期病床数 地域包括病床数 全身麻酔件数 分娩件数

宮城県 48.6 45.4 47.3 49.0 44.7 45.2 48.4 50.6 50.1

仙南 51.6 41.2 47.1 42.2 47.8 46.6 51.2 40.6 42.5

仙台 46.8 48.3 46.9 51.1 42.1 45.3 49.6 55.2 52.4

大崎・栗原 56.2 39.8 50.2 44.6 56.0 39.4 46.5 42.2 51.5

石巻・登米・気仙沼 49.2 39.3 47.1 46.5 45.6 48.2 43.4 42.5 43.2

専門医

総医師数 病院医師数 診療所医師数 総合内科 小児科 産婦人科 皮膚科 眼科 耳鼻咽喉科 精神科 外科 整形外科 泌尿器科 脳外科 放射線科 麻酔科 病理 救急科 形成 リハビリ

宮城県 49.1 49.5 48.0 49.8 47.9 50.5 46.8 46.8 48.8 49.4 52.7 47.8 48.1 47.4 46.8 49.0 49.8 49.2 51.3 53.3

仙南 40.0 41.2 38.7 43.0 38.2 40.7 42.7 35.0 44.2 48.7 44.0 34.3 41.0 34.7 37.2 38.2 48.7 55.0 41.1 39.9

仙台 53.5 53.4 52.9 53.9 53.7 56.5 49.0 51.4 54.8 52.2 57.1 52.7 51.2 51.8 51.0 53.9 51.8 49.8 55.3 58.2

大崎・栗原 41.6 43.0 39.5 42.1 33.7 38.8 41.3 43.0 35.3 43.8 45.4 44.0 39.6 39.8 41.3 42.9 48.2 51.4 48.1 51.4

石巻・登米・気仙沼 40.2 41.6 38.6 41.5 38.9 38.6 44.0 35.9 35.7 42.2 43.3 36.8 45.1 40.7 38.1 38.2 42.9 41.8 41.1 40.0

総看護師数 病院看護師数 総療法士数 薬剤師数
在宅療養

支援診療所

在宅療養

支援病院
訪問看護St

宮城県 47.9 46.7 44.4 49.2 40.0 48.3 41.2

仙南 41.3 40.8 42.3 42.1 33.3 58.0 32.0

仙台 49.3 48.3 44.5 53.1 42.6 48.2 46.1

大崎・栗原 47.1 46.1 40.4 42.4 38.8 49.9 38.5

石巻・登米・気仙沼 45.4 43.5 48.1 41.1 37.2 42.8 34.1

総高齢者施

設・住宅定員

数

介護保険

施設定員

数

高齢者住

宅定員数

老人保健

施設定員
特養定員

介護療養

病床

有料老人

ホーム
軽費ホーム GH

サ高住(全

施設)

在宅療養

利用者数

訪問看護

利用者数

訪問介護

利用者数

宮城県 44.0 48.9 44.5 58.1 46.7 42.7 43.1 49.6 52.3 46.6 45.6 44.3 43.2

仙南 41.1 58.0 34.1 65.9 52.3 45.8 36.6 43.3 50.8 36.7 35.6 32.6 40.2

仙台 48.3 47.6 50.1 56.1 46.7 41.8 48.4 50.7 52.6 50.3 49.0 44.1 46.9

大崎・栗原 38.9 47.3 40.3 54.4 45.6 46.3 36.6 52.2 53.0 45.9 44.0 43.7 37.5

石巻・登米・気仙沼 37.2 49.1 37.0 63.2 44.8 40.8 36.6 47.3 51.4 41.5 42.3 51.1 38.7

二次医療圏別の概況

出所：日医総研 日医総研ワーキングペーパー地域の医療提供体制の現状 - 都道府県別・
二次医療圏別データ集 - (2018 年度版)より作成

※枠内数値は全国を基準とした場合の偏差値

• 全体的に全国と比較して医療資源が過小であるため、効率的な配置により医療提供体制を整備することが基本方針となる。

仙台医療圏としてみた場合

• 当医療圏は、病院数および病床数

は少なく、1病院当たりの規模が

小さくなりやすい環境下にある。

• また、将来の医療需要や必要病床

数に満たない状況にあり、連携強

化など供給力の強化に努める必要

性が高い。

• 一方、医師数は全国より充足して

おり、医療職数／病院数の比率で

考えた場合、医療職密度が保ちや

すい環境にある。

• 今後必要とされる在宅事業の普及

も検討課題の一つである。
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医療圏別の人口動態予測

出所：国立社会保障人口問題研究所_将来の男女5歳階級別推計人口（2015年は国勢調
査による実績値）
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医療圏別の医療介護需要予測

出所：地域医療情報システム
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仙台区域における機能別医療需要の見通し（2013-2040）

出典：宮城県地域医療構想
https://www.pref.miyagi.jp/uploaded/attachment/602717.pdf

機能別の医療需要の予測
• ほぼ全ての医療機能において

2040年まで需要が増加する見
込み。

• 2013年を起点とした2040年
への増加率は高度急性期15%、
急性期33%、回復期36%、慢
性期49%、在宅医療等97%に
なる（小数点以下四捨五入）。
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仙台区域における病床機能報告結果と必要病床数（機能別）の見通し（2013-2040）

出典：宮城県地域医療構想
https://www.pref.miyagi.jp/uploaded/attachment/602717.pdf



2021 Copyright© NIHONKEIEI Co.,Ltd. All rights reserved. 8

仙台医療圏
仙台市青葉区｜仙台市宮城野区｜仙台市若林区｜仙台市太白区｜仙台市泉区｜塩竈市｜名取市｜多賀城
市｜岩沼市｜富谷市｜亘理町｜山元町｜松島町｜七ヶ浜町｜利府町｜大和町｜大郷町｜大衡村
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推計手術数の将来予測値について

出所：厚生労働省「第４回NDBオープンデータ」および社会保障人口問題研究所「性年齢別の市町村別推
計将来人口」を加工。全国性・年齢別の手術件数÷全国性・ 5歳階級別人口を推計全国受療率とし、推計全

国受療率に社会保障人口問題研究所の市町村別性別推計5歳階級将来人口を掛け合わせて作成

• 全国における性・年齢5歳別の手術実施率に当地域の性・年齢5歳別の予測人口を掛け合わせて算出。
• 性器、耳鼻科咽喉等の手術は減少傾向だが、その他は増加もしくは現状維持の見込み。
• 各医療機関において、将来的な手術や救急受け入れへの対応など、科別・機能別の方向性について検討する際の指標

になる。
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NDBからの急性期需要予測_第２款 筋骨格系・四肢・体幹の手術

出所：厚生労働省「第４回NDBオープンデータ」および社会保障人口問題研究所「性年齢別の市町村別推
計将来人口」を加工。全国性・年齢別の手術件数÷全国性・ 5歳階級別人口を推計全国受療率とし、推計全

国受療率に社会保障人口問題研究所の市町村別性別推計5歳階級将来人口を掛け合わせて作成
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NDBからの急性期需要予測_第３款 神経系・頭蓋の手術

出所：厚生労働省「第４回NDBオープンデータ」および社会保障人口問題研究所「性年齢別の市町村別推
計将来人口」を加工。全国性・年齢別の手術件数÷全国性・ 5歳階級別人口を推計全国受療率とし、推計全

国受療率に社会保障人口問題研究所の市町村別性別推計5歳階級将来人口を掛け合わせて作成
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NDBからの急性期需要予測_第８款 心・脈管の手術

出所：厚生労働省「第４回NDBオープンデータ」および社会保障人口問題研究所「性年齢別の市町村別推
計将来人口」を加工。全国性・年齢別の手術件数÷全国性・ 5歳階級別人口を推計全国受療率とし、推計全

国受療率に社会保障人口問題研究所の市町村別性別推計5歳階級将来人口を掛け合わせて作成
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NDBからの急性期需要予測_第９款 腹部の手術

出所：厚生労働省「第４回NDBオープンデータ」および社会保障人口問題研究所「性年齢別の市町村別推
計将来人口」を加工。全国性・年齢別の手術件数÷全国性・ 5歳階級別人口を推計全国受療率とし、推計全

国受療率に社会保障人口問題研究所の市町村別性別推計5歳階級将来人口を掛け合わせて作成
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MDC別・医療機関別退院患者数

出所：MDC別退院患者数は「DPC導入の影響評価に係る調査「退院患者調査」の

結果報告（厚生労働省）」より年間退院患者数をデータ提出月数で除して算出。

• 地域全体のDPC症例数は増加傾向にあり、前述までの予測に基づけば今後もこの傾向は続く見込み。
• 医療機関別の推移では、ほぼすべての医療機関で症例数が増加している。今後も需要が増加する前提において、地域

単位で医療提供体制を強化し、将来の需要への対応に向けた検討を行う必要がある。

神経疾患

眼科系疾患

耳鼻咽喉科系疾患

呼吸器系疾患

循環器系疾患

消化器系疾患、肝臓、膵臓疾患

筋骨格系疾患

皮膚・皮下組織の疾患

乳房の疾患

内分泌・栄養・代謝に関する疾患

腎・尿路系疾患及び男性生殖器系疾患

女性生殖器系・産褥期疾患・異常妊娠分娩

血液・造血器・免疫臓器の疾患

新生児疾患、先天性奇形

小児疾患

外傷・熱傷・中毒

精神疾患

その他
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MDC別地域シェア・院内シェア

出所：MDC別退院患者数は「DPC導入の影響評価に係る調査「退院患者調査」の

結果報告（厚生労働省）」より年間退院患者数をデータ提出月数で除して算出。

• MDC01（神経系）では広南病院、MDC05（循環器）では仙台厚生病院、MDC09（乳房）では東北公済病院、
MDC14（新生児）とMDC15（小児）では県立こども病院等、特定のMDCにおいて大きなシェアを持つ医療機関が存
在し、その他は分散している。

• 今後増加する医療需要と医師の働き方改革への対応を念頭において今後の方向性を検討することが必要である。
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MDC別・医療機関別退院患者数
再掲）仙台市

出所：MDC別退院患者数は「DPC導入の影響評価に係る調査「退院患者調査」の

結果報告（厚生労働省）」より年間退院患者数をデータ提出月数で除して算出。

• 地域全体のDPC症例数は増加傾向にあり、前述までの予測に基づけば今後もこの傾向は続く見込み。
• 医療機関別の推移では、ほぼすべての医療機関で症例数が増加している。今後も需要が増加する前提において、地域

単位で医療提供体制を強化し、将来の需要に対応することを検討する必要がある。

神経疾患

眼科系疾患

耳鼻咽喉科系疾患

呼吸器系疾患

循環器系疾患

消化器系疾患、肝臓、膵臓疾患

筋骨格系疾患

皮膚・皮下組織の疾患

乳房の疾患

内分泌・栄養・代謝に関する疾患

腎・尿路系疾患及び男性生殖器系疾患

女性生殖器系・産褥期疾患・異常妊娠分娩

血液・造血器・免疫臓器の疾患

新生児疾患、先天性奇形

小児疾患

外傷・熱傷・中毒

精神疾患

その他
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MDC別・医療機関別退院患者数
再掲）仙塩地区（塩竈市、多賀城市、松島町、七ヶ浜町、利府町）

出所：MDC別退院患者数は「DPC導入の影響評価に係る調査「退院患者調査」の

結果報告（厚生労働省）」より年間退院患者数をデータ提出月数で除して算出。

• 2018年度からデータ提出を行っている医療機関があるため、その年のみ突出して症例数が多く表示されている。医療
需要の総数では現状維持の見込み。

• 医療機関別の症例数では坂総合病院の症例数が増加している。

神経疾患

眼科系疾患

耳鼻咽喉科系疾患

呼吸器系疾患

循環器系疾患

消化器系疾患、肝臓、膵臓疾患

筋骨格系疾患

皮膚・皮下組織の疾患

乳房の疾患

内分泌・栄養・代謝に関する疾患

腎・尿路系疾患及び男性生殖器系疾患

女性生殖器系・産褥期疾患・異常妊娠分娩

血液・造血器・免疫臓器の疾患

新生児疾患、先天性奇形

小児疾患

外傷・熱傷・中毒

精神疾患

その他
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MDC別・医療機関別退院患者数
再掲）名取・亘理地区（名取市、岩沼市、亘理市、山元市）

出所：MDC別退院患者数は「DPC導入の影響評価に係る調査「退院患者調査」の

結果報告（厚生労働省）」より年間退院患者数をデータ提出月数で除して算出。

• 地域全体のDPC症例数は増加傾向にあり、前述までの予測に基づけば今後もこの傾向は続く見込み。
• 医療機関別の推移では、宮城県立がんセンターの症例数が増加している。

神経疾患

眼科系疾患

耳鼻咽喉科系疾患

呼吸器系疾患

循環器系疾患

消化器系疾患、肝臓、膵臓疾患

筋骨格系疾患

皮膚・皮下組織の疾患

乳房の疾患

内分泌・栄養・代謝に関する疾患

腎・尿路系疾患及び男性生殖器系疾患

女性生殖器系・産褥期疾患・異常妊娠分娩

血液・造血器・免疫臓器の疾患

新生児疾患、先天性奇形

小児疾患

外傷・熱傷・中毒

精神疾患

その他
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MDC別・医療機関別退院患者数
再掲）黒川地区（富谷市、大和町、大郷町、大衡村）

出所：MDC別退院患者数は「DPC導入の影響評価に係る調査「退院患者調査」の

結果報告（厚生労働省）」より年間退院患者数をデータ提出月数で除して算出。

• 2018年度からデータ提出を行っている医療機関があるため、地域全体の経年推移から一定の傾向は確認できない。
• 公立黒川病院の症例数が年々大きく減少をしている。

神経疾患

眼科系疾患

耳鼻咽喉科系疾患

呼吸器系疾患

循環器系疾患

消化器系疾患、肝臓、膵臓疾患

筋骨格系疾患

皮膚・皮下組織の疾患

乳房の疾患

内分泌・栄養・代謝に関する疾患

腎・尿路系疾患及び男性生殖器系疾患

女性生殖器系・産褥期疾患・異常妊娠分娩

血液・造血器・免疫臓器の疾患

新生児疾患、先天性奇形

小児疾患

外傷・熱傷・中毒

精神疾患

その他
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機能別報告病床数と将来必要病床数

出所：病床機能報告（2019年7月1日現在）より作成。
2019（令和元）年７月１日時点の機能をもとに作成。

2025必要病床数

高度急性期1,798床(-233床)

2025必要病床数

急性期4,999床

(-1,640床）

2025必要病床数

回復期3,899床

（+2,555床）

2025必要病床数

慢性期2,505床

（+426床）

2025必要病床数

全体13,201床

（+999床）

• 今後の地域の医療需要の変化予想を踏まえると、回復期機能や慢性期機能への転換や事業拡大が求められる可能性が
高い。また、現状の届出病床数の総数が2025年必要病床数の総数を下回る地域のため、生産性の向上など医療提供体
制の強化に向けた検討が必要である。
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医療機関別機能別報告病床数と将来必要病床数①

出所：病床機能報告（2019年7月1日現在）より作成。
2019（令和元）年７月１日時点の機能をもとに作成。

2025必要病床数

高度急性期1,798床

(-233床)

2025必要病床数

急性期4,999床

(-1,640床）

2025必要病床数

全体13,201床

（+999床）

• 下図は高度急性期及び急性期を届け出ている医療機関別病床数の状況を示す。急性期機能の病床は多くの医療機関に
分散している。地域需要の推移から予想すると、今後は回復期への転換が求められる可能性が高い。
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医療機関別機能別報告病床数と将来必要病床数②

出所：病床機能報告（2019年7月1日現在）より作成。
2019（令和元）年７月１日時点の機能をもとに作成。

2025必要病床数

回復期3,899床（+2,555床）

2025必要病床数

慢性期2,505床（+426床）

2025必要病床数

全体13,201床（+999床）

• 下図は回復期及び慢性期を届け出ている医療機関別病床数の状況を示す。急性期と比較してこれらを届け出る病院数
が少なく、回復期はほぼ1病棟以下の小規模の病床単位になっている。

• 地域需要に応えるため、この機能の病床数の拡充について検討が必要である。
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機能別報告病床数と将来必要病床数
再掲）仙台市

出所：病床機能報告（2019年7月1日現在）より作成。
2019（令和元）年７月１日時点の機能をもとに作成。

• 後述するその他の地域と比較すると、機能別の分散は行われているが全体的に急性期が多い傾向
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医療機関別機能別報告病床数と将来必要病床数
再掲）仙台市

出所：病床機能報告（2019年7月1日現在）より作成。
2019（令和元）年７月１日時点の機能をもとに作成。

• 後述するその他の地域と比較すると、機能別の分散は行われているが全体的に急性期が多い傾向
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機能別報告病床数と将来必要病床数数
再掲）仙塩地区（塩竈市、多賀城市、松島町、七ヶ浜町、利府町）

出所：病床機能報告（2019年7月1日現在）より作成。
2019（令和元）年７月１日時点の機能をもとに作成。

• 急性期病床が多く、回復期及び慢性期が少ないことが分かる。
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医療機関別機能別報告病床数と将来必要病床数
再掲）仙塩地区（塩竈市、多賀城市、松島町、七ヶ浜町、利府町）

出所：病床機能報告（2019年7月1日現在）より作成。
2019（令和元）年７月１日時点の機能をもとに作成。

• 急性期病床が多く、回復期及び慢性期が少ないことが分かる。
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機能別報告病床数と将来必要病床数
再掲）名取・亘理地区（名取市、岩沼市、亘理市、山元市）

出所：病床機能報告（2019年7月1日現在）より作成。
2019（令和元）年７月１日時点の機能をもとに作成。

• 急性期病床が多く、回復期及び慢性期が少ないことが分かる。
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医療機関別機能別報告病床数と将来必要病床数
再掲）名取・亘理地区（名取市、岩沼市、亘理市、山元市）

出所：病床機能報告（2019年7月1日現在）より作成。
2019（令和元）年７月１日時点の機能をもとに作成。

• 急性期病床が多く、回復期及び慢性期が少ないことが分かる。
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機能別報告病床数と将来必要病床数
再掲）黒川地区（富谷市、大和町、大郷町、大衡村）

出所：病床機能報告（2019年7月1日現在）より作成。
2019（令和元）年７月１日時点の機能をもとに作成。

• 急性期病床が多く、回復期及び慢性期が少ないことが分かる。
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医療機関別機能別報告病床数と将来必要病床数
再掲）黒川地区（富谷市、大和町、大郷町、大衡村）

出所：病床機能報告（2019年7月1日現在）より作成。
2019（令和元）年７月１日時点の機能をもとに作成。

• 急性期病床が多く、回復期及び慢性期が少ないことが分かる。
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医療機関別機能別報告病床数と将来必要病床数_医療機関別病床数

出所：病床機能報告（2019年7月1日現在）より作成。
2019（令和元）年７月１日時点の機能をもとに作成。
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医療機関別機能別報告病床数と将来必要病床数_医療機関別病床数

出所：病床機能報告（2019年7月1日現在）より作成。
2019（令和元）年７月１日時点の機能をもとに作成。
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病床稼動状況

出所：各病院稼働率は病床機能報告(2019年)における在棟患者延べ数（年間）÷365÷病床数にて計算
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病床稼動状況

出所：各病院稼働率は病床機能報告(2019年)における在棟患者延べ数（年間）÷365÷病床数にて計算
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救急搬送の状況

出所：病床機能報告（2019年7月1日現在）より作成。

宮城県全体
y=37.4497*x+260.204
R-2乗=0.721023

仙台医療圏
y=34.826*x+456.933
R-2乗=0.548711

仙台医療圏
y=34.826*x+456.933
R-2乗=0.548711

宮城県全体
y=37.4497*x+260.204
R-2乗=0.721023

• 地域の救急搬送では、仙台市立病院をはじめ医師数と救急搬送受入数が多い医療機関が複数存在すると同時に、比較
的少人数で多くの救急搬送を受け入れている医療機関も存在する。

• 今後の需要増加と医師の働き方改革の両方を視野にいれた地域における役割分担と機能の強化を検討する必要がある。

※救急医療より紹介等による手術や研究に注力する大学病院は母集団から除く。
東北大学病院（救急車の受入件数：3,159件、常勤医師615人）
豊北医科薬科大学病院（救急車の受入件数：3,246件、常勤医師207人）
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急性期病床の診療実績①

出所：病床機能報告（2019年7月1日現在）より作成。

３．幅広い手
術の実施状況

４．がん・脳卒
中・心筋梗塞
等への治療状

況

５．重症患者
への対応状況

６．救急医療
の実施状況

８．全身管理
の状況

高度急性期 独立行政法人労働者健康安全機構東北労災病院 ﾊｲｹｱﾕﾆｯﾄ入院医療管理料１ 8 8 13.0 1.7 0.0 0.3 7.3 22.3 23.9

高度急性期 独立行政法人国立病院機構仙台医療センター 急性期一般入院料１ 401 401 2.9 0.6 0.0 0.6 2.4 6.4 2.5

高度急性期 独立行政法人国立病院機構仙台医療センター 救命救急入院料１ 24 24 3.7 0.7 0.1 1.4 9.6 15.5 43.7

高度急性期 独立行政法人国立病院機構仙台医療センター 新生児特定集中治療室管理料２ 6 3 0.0 0.0 0.0 0.0 2.5 2.5 0.0

高度急性期 独立行政法人国立病院機構仙台医療センター 特定集中治療室管理料４ 6 6 7.0 0.2 0.1 0.2 0.4 7.9 15.6

高度急性期 東北大学病院 特定機能病院一般病棟７対１入院基本料 560 560 2.3 0.4 0.0 0.1 2.3 5.2 2.0

高度急性期 東北大学病院 小児入院医療管理料２ 60 60 2.0 0.2 0.0 0.1 0.9 3.2 3.3

高度急性期 東北大学病院 ﾊｲｹｱﾕﾆｯﾄ入院医療管理料１ 20 20 18.3 2.8 0.1 0.1 11.7 32.8 5.8

高度急性期 東北大学病院 新生児治療回復室入院医療管理料 18 18 0.0 0.0 0.0 0.0 0.6 0.6 1.3

高度急性期 東北大学病院 特定集中治療室管理料１ 18 18 12.7 1.0 1.0 0.2 9.5 24.3 3.6

高度急性期 東北大学病院 救命救急入院料３ 16 16 4.1 0.2 0.0 1.1 9.0 14.5 35.8

高度急性期 東北大学病院 総合周産期特定集中治療室管理料（新生児） 15 15 0.3 0.0 0.0 0.1 1.9 2.3 8.2

高度急性期 東北大学病院 総合周産期特定集中治療室管理料（母体・胎児） 6 6 1.7 0.5 0.0 0.0 2.5 4.6 7.2

高度急性期 東北医科薬科大学病院 特定集中治療室管理料３ 14 9 26.4 3.9 1.7 0.8 19.3 52.1 22.0

高度急性期 総合南東北病院 急性期一般入院料４ 91 91 3.2 0.3 0.0 0.7 2.2 6.5 8.2

高度急性期 仙台赤十字病院 新生児治療回復室入院医療管理料 23 23 0.2 0.0 0.0 0.0 0.1 0.3 0.1

高度急性期 仙台赤十字病院 総合周産期特定集中治療室管理料（新生児） 12 12 0.3 0.0 0.0 0.1 0.3 0.7 13.2

高度急性期 仙台赤十字病院 総合周産期特定集中治療室管理料（母体・胎児） 6 6 7.7 0.1 0.8 0.5 0.8 9.9 2.2

高度急性期 仙台市立病院 急性期一般入院料１ 373 373 4.1 0.7 0.0 0.8 3.5 9.0 4.4

高度急性期 仙台市立病院 小児入院医療管理料２ 36 36 1.3 0.0 0.0 0.9 3.8 6.0 34.1

高度急性期 仙台市立病院 救命救急入院料１ 24 24 2.2 0.3 0.1 3.8 13.1 19.4 75.5

高度急性期 仙台市立病院 特定集中治療室管理料３ 16 14 10.3 1.5 1.5 1.9 15.3 30.4 41.3

高度急性期 仙台市立病院 新生児治療回復室入院医療管理料 12 6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.2 5.4

高度急性期 仙台市立病院 新生児特定集中治療室管理料２ 6 3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.4 0.4 3.9

高度急性期 仙台厚生病院 急性期一般入院料１ 202 202 2.6 0.7 0.0 1.1 5.9 10.4 8.7

高度急性期 仙台厚生病院 特定集中治療室管理料１ 18 18 21.6 1.3 1.1 0.7 3.9 28.6 28.0

高度急性期 仙台厚生病院 特定集中治療室管理料３ 8 8 23.3 2.1 0.1 0.4 6.1 31.9 17.5

稼働病床数10床あたりの実績
「令和元年６月診療分」であってかつ「令和元年７月審査分」　レセプト件数

左記合計
予定外の救急
医療入院の患
者（1か月平均）

機能 医療機関名称 入院料
許可病床

数
稼働病床

数

• 下表は高度急性期および急性期機能を届け出る医療機関別病棟別の実績指標を表している。
• 各病棟において、手術の実施状況や救急医療の実施状況を10床当たりで表示している。
• 他病院（他病棟）と比較することで、相対的に病棟の機能を考察し、将来の方向性を検討することが重要である。
• また、緊急入院や全身管理を要する患者の割合が高い病棟では医師や看護師への負担が大きいため、それら病棟への

医療職の集約等の今後の在り方について、地域単位で検討することも重要な検討課題にある。
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急性期病床の診療実績②

出所：病床機能報告（2019年7月1日現在）より作成。

３．幅広い手
術の実施状況

４．がん・脳卒
中・心筋梗塞
等への治療状

況

５．重症患者
への対応状況

６．救急医療
の実施状況

８．全身管理
の状況

高度急性期 公益財団法人宮城厚生協会　坂総合病院 ﾊｲｹｱﾕﾆｯﾄ入院医療管理料１ 6 6 9.7 1.3 0.3 2.2 19.8 33.2 2.4

高度急性期 公益財団法人　仙台市医療センター　仙台オープン病院 ﾊｲｹｱﾕﾆｯﾄ入院医療管理料１ 8 8 14.0 2.0 0.0 2.0 8.9 26.9 30.5

高度急性期 公益財団法人　仙台市医療センター　仙台オープン病院 特定集中治療室管理料３ 8 8 12.0 1.6 1.1 1.0 14.1 29.7 17.7

高度急性期 宮城県立こども病院 新生児治療回復室入院医療管理料 15 15 0.0 0.0 0.0 0.0 1.3 1.3 5.3

高度急性期 宮城県立こども病院 急性期一般入院料１ 12 12 1.0 0.1 0.1 0.0 0.5 1.8 2.5

高度急性期 宮城県立こども病院 総合周産期特定集中治療室管理料（新生児） 12 12 0.5 0.1 0.0 0.1 2.9 3.6 3.8

高度急性期 宮城県立こども病院 特定集中治療室管理料３ 8 8 4.3 0.1 0.3 0.3 6.3 11.1 8.4

高度急性期 宮城県立こども病院 総合周産期特定集中治療室管理料（母体・胎児） 6 6 1.3 0.3 0.3 0.0 1.0 2.9 2.1

高度急性期 一般財団法人広南会　広南病院 脳卒中ｹｱﾕﾆｯﾄ入院医療管理料 12 12 2.3 0.5 0.0 1.3 1.1 5.2 35.1

高度急性期 一般財団法人宮城県成人病予防協会附属仙台循環器病センター ﾊｲｹｱﾕﾆｯﾄ入院医療管理料１ 4 4 16.5 0.7 3.3 0.8 8.1 29.3 4.8

高度急性期 医療法人　徳洲会　仙台徳洲会病院 ﾊｲｹｱﾕﾆｯﾄ入院医療管理料１ 9 9 11.3 0.6 0.9 1.0 16.9 30.7 17.0

急性期 平成眼科病院 急性期一般入院料７ 30 30 1.9 0.1 0.0 0.0 0.0 2.0 5.4

急性期 富谷中央病院 急性期一般入院料７ 54 43 0.0 0.5 0.0 0.0 1.2 1.6 0.7

急性期 泌尿器科泉中央病院 急性期一般入院料６ 38 38 1.4 0.3 0.0 0.0 0.2 1.9 0.0

急性期 泌尿器科泉中央病院 38 38 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

急性期 独立行政法人労働者健康安全機構東北労災病院 急性期一般入院料１ 441 441 2.8 0.4 0.0 0.5 2.1 5.8 5.9

急性期 独立行政法人地域医療機能推進機構　仙台病院 急性期一般入院料１ 363 356 2.6 0.3 0.0 0.3 2.6 5.8 3.4

急性期 独立行政法人地域医療機能推進機構　仙台病院 地域包括ケア病棟入院料２ 55 52 0.1 0.0 0.0 0.0 0.6 0.7 0.1

急性期 独立行政法人地域医療機能推進機構　仙台南病院 急性期一般入院料４ 150 150 1.1 0.5 0.0 0.6 1.5 3.7 4.8

急性期 独立行政法人地域医療機能推進機構　仙台南病院 10 0 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

急性期 独立行政法人国立病院機構仙台西多賀病院 急性期一般入院料６ 90 90 2.6 0.1 0.0 0.0 1.6 4.2 0.0

急性期 独立行政法人国立病院機構仙台医療センター 急性期一般入院料１ 151 131 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

急性期 独立行政法人国立病院機構仙台医療センター 小児入院医療管理料２ 40 40 2.1 0.1 0.0 0.2 1.3 3.6 0.8

急性期 独立行政法人国立病院機構宮城病院 急性期一般入院料５ 60 60 0.4 0.5 0.0 0.9 1.0 2.8 7.6

急性期 東北大学病院 特定機能病院一般病棟７対１入院基本料 382 382 1.8 0.5 0.0 0.1 1.2 3.7 1.5

急性期 東北大学病院 緩和ケア病棟入院料１ 23 22 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

急性期 東北医科薬科大学病院 急性期一般入院料１ 494 477 3.2 0.5 0.0 0.6 3.1 7.5 5.4

急性期 東北医科薬科大学若林病院 急性期一般入院料２ 91 91 2.8 0.4 0.0 0.5 1.5 5.2 1.1

急性期 中嶋病院 急性期一般入院料４ 101 101 3.5 0.7 0.0 2.1 3.1 9.4 13.9

急性期 総合南東北病院 急性期一般入院料４ 90 90 1.5 0.1 0.0 0.8 2.6 5.1 5.9

急性期 総合南東北病院 地域包括ケア病棟入院料２ 40 40 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.2 0.1

急性期 泉整形外科病院 急性期一般入院料５ 54 54 5.5 0.0 0.0 0.4 1.2 7.1 3.8

急性期 泉ヶ丘クリニック 地域一般入院料３ 38 38 0.0 0.1 0.0 0.0 1.5 1.6 0.0

急性期 仙台東脳神経外科病院 急性期一般入院料５ 93 93 0.4 0.0 0.0 1.7 1.6 3.7 7.8

稼働病床数10床あたりの実績
「令和元年６月診療分」であってかつ「令和元年７月審査分」　レセプト件数

左記合計
予定外の救急
医療入院の患
者（1か月平均）

機能 医療機関名称 入院料
許可病床

数
稼働病床

数
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急性期病床の診療実績③

出所：病床機能報告（2019年7月1日現在）より作成。

３．幅広い手
術の実施状況

４．がん・脳卒
中・心筋梗塞
等への治療状

況

５．重症患者
への対応状況

６．救急医療
の実施状況

８．全身管理
の状況

急性期 仙台赤十字病院 急性期一般入院料１ 252 212 3.2 0.4 0.1 0.4 2.0 6.2 4.0

急性期 仙台赤十字病院 小児入院医療管理料２ 46 40 1.5 0.1 0.0 0.0 1.3 2.8 0.8

急性期 仙台整形外科病院 急性期一般入院料７ 125 86 3.4 0.0 0.0 0.0 0.9 4.3 0.0

急性期 仙台厚生病院 急性期一般入院料１ 181 181 3.2 1.1 0.0 1.0 4.9 10.2 12.1

急性期 松島病院 急性期一般入院料５ 54 54 0.0 0.0 0.0 0.0 0.9 0.9 0.9

急性期 自衛隊仙台病院 地域一般入院料１ 60 60 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

急性期 国家公務員共済組合連合会東北公済病院 急性期一般入院料１ 305 305 5.0 0.8 0.0 0.6 1.3 7.7 4.7

急性期 公立黒川病院 急性期一般入院料１ 55 55 1.1 0.1 0.0 0.4 1.5 3.1 4.1

急性期 公立黒川病院 地域包括ケア病棟入院料１ 55 55 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0

急性期 公益財団法人宮城厚生協会長町病院 急性期一般入院料６ 45 45 0.0 0.2 0.0 0.0 1.0 1.2 1.2

急性期 公益財団法人宮城厚生協会泉病院 急性期一般入院料５ 55 48 0.0 0.3 0.0 0.2 0.7 1.2 2.3

急性期 公益財団法人宮城厚生協会　坂総合病院 急性期一般入院料１ 305 305 1.6 0.4 0.0 1.6 3.6 7.2 14.9

急性期 公益財団法人　仙台市医療センター　仙台オープン病院 急性期一般入院料１ 283 283 2.4 0.7 0.0 2.6 5.1 10.8 19.4

急性期 公益財団法人　仙台市医療センター　仙台オープン病院 緩和ケア病棟入院料２ 21 21 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

急性期 公益財団法人　仙台市医療センター　仙台オープン病院 10 10 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

急性期 光ヶ丘スペルマン病院 急性期一般入院料１ 80 80 0.0 0.1 0.0 0.0 0.5 0.7 0.3

急性期 宮城利府掖済会病院 急性期一般入院料４ 50 50 0.6 0.3 0.0 0.7 1.4 2.9 7.1

急性期 宮城県立こども病院 小児入院医療管理料１ 134 134 2.1 0.1 0.0 0.0 1.4 3.7 2.7

急性期 宮城県立こども病院 小児入院医療管理料４ 54 54 0.6 0.0 0.0 0.0 0.2 0.8 0.0

急性期 宮城県立がんセンター 専門病院10対１入院基本料 358 356 7.8 2.1 0.0 0.0 3.9 13.7 0.4

急性期 河原町病院 急性期一般入院料６ 23 23 0.1 0.6 0.0 1.4 2.0 4.1 15.9

急性期 塩竈市立病院 急性期一般入院料５ 81 81 1.2 0.3 0.0 0.7 1.5 3.7 5.0

急性期 一般財団法人広南会　広南病院 急性期一般入院料４ 129 129 4.3 0.3 0.1 0.9 4.7 10.3 12.4

急性期 一般財団法人宮城県成人病予防協会附属仙台循環器病センター 急性期一般入院料１ 112 112 1.8 0.3 0.0 2.1 3.8 8.0 17.7

急性期 医療法人寶樹会　仙塩利府病院 急性期一般入院料６ 108 108 4.8 0.0 0.0 0.0 0.0 4.8 1.2

急性期 医療法人寶樹会　仙塩総合病院 地域一般入院料３ 56 56 0.0 0.6 0.0 0.0 1.0 1.6 0.2

急性期 医療法人松田会　松田病院 急性期一般入院料１ 49 49 6.0 0.2 0.0 0.5 2.2 8.9 0.7

急性期 医療法人社団赤石会赤石病院 地域一般入院料１ 51 51 1.0 0.2 0.0 0.2 1.0 2.4 2.8

急性期 医療法人財団明理会イムス明理会仙台総合病院 急性期一般入院料１ 90 90 1.7 0.3 0.0 1.4 1.5 4.9 0.7

急性期 医療法人宏人会　木町病院 地域一般入院料１ 53 53 0.3 0.0 0.0 0.0 1.2 1.4 3.8

急性期 医療法人ひろせ会　広瀬病院 急性期一般入院料４ 47 47 0.0 0.0 0.0 0.0 0.7 0.7 3.6

急性期 医療法人　徳洲会　仙台徳洲会病院 急性期一般入院料１ 250 250 1.5 0.4 0.0 1.6 2.7 6.1 10.4

急性期 伊藤病院 急性期一般入院料７ 40 40 0.5 0.0 0.0 0.3 0.3 1.0 4.3

急性期 スズキ記念病院 急性期一般入院料５ 78 52 2.8 0.3 0.0 0.0 0.5 3.6 0.0

急性期 ＪＲ仙台病院 急性期一般入院料６ 123 123 2.2 0.2 0.0 0.1 0.5 3.0 1.5

稼働病床数10床あたりの実績
「令和元年６月診療分」であってかつ「令和元年７月審査分」　レセプト件数

左記合計
予定外の救急
医療入院の患
者（1か月平均）

機能 医療機関名称 入院料
許可病床

数
稼働病床

数
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慢性期病床の診療実績

出所：病床機能報告（2019年7月1日現在）より作成。

入院料
Ａ

入院料
Ｂ

入院料
Ｃ

入院料
Ｄ

入院料
Ｅ

入院料
Ｆ

入院料
Ｇ

入院料
Ｈ

入院料
Ｉ

医療区
分2・３

慢性期 医療法人財団　明理会　西仙台病院 療養病棟入院料１ 169 165.3 32.7 17 29.7 15対1 19対1 4.3 0.7 0.1 4.4 1.9 0.6 3.3 1.4 0.6 70%

慢性期 医療法人翠十字杜都千愛病院 療養病棟入院料１ 110 109.2 18.7 10 27.2 17対1 18対1 4.6 0.3 0.0 7.6 1.3 0.2 2.1 1.1 0.0 81%

慢性期 富谷中央病院 療養病棟入院料１ 104 99.2 26 8 23.2 13対1 16対1 6.0 0.3 0.2 1.8 1.5 1.1 0.1 0.0 0.0 99%

慢性期 貝山中央病院 療養病棟入院料１ 60 42.6 10.3 3 10.2 14対1 16対1 6.0 0.0 0.0 2.5 0.0 0.0 0.7 0.2 0.0 91%

慢性期 泉ヶ丘クリニック 療養病棟入院料１ 60 59.2 12 4 13 17対1 18対1 0.3 0.5 0.2 2.8 3.7 3.7 0.0 0.0 0.0 100%

慢性期 岩切病院 療養病棟入院料１ 58 53.0 13.3 4 10.8 14対1 17対1 2.8 1.4 0.3 1.2 3.1 1.7 0.5 0.2 0.2 92%

慢性期 早坂愛生会病院 療養病棟入院料１ 52 51.3 6 9 10 15対1 18対1 4.8 0.0 0.0 6.9 0.4 0.0 0.6 0.2 0.0 94%

慢性期 医療法人ひろせ会　広瀬病院 療養病棟入院料１ 46 41.8 9.3 3 10.3 15対1 17対1 6.1 0.2 0.0 2.6 1.1 0.0 0.4 0.0 0.2 94%

慢性期 医療法人寶樹会　仙塩総合病院 療養病棟入院料１ 45 40.3 12.9 0 9.5 14対1 16対1 2.2 0.0 0.0 6.2 0.7 0.4 1.8 0.7 0.0 80%

慢性期 仙台中江病院 療養病棟入院料１ 30 19.1 7 1 7.6 11対1 11対1 5.0 0.0 0.0 1.7 0.0 0.0 2.0 0.0 0.0 77%

慢性期 河原町病院 療養病棟入院料１ 29 25.8 5 4 8 13対1 14対1 9.0 1.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100%

慢性期 医療法人社団赤石会赤石病院 療養病棟入院料１ 28 18.2 4 5 6 9対1 11対1 3.9 0.0 0.0 3.2 1.4 0.7 0.0 0.4 0.0 96%

慢性期 東北医科薬科大学名取守病院 療養病棟入院料２ 59 53.7 8.9 9.7 13 13対1 15対1 0.5 0.3 0.0 3.4 0.8 0.2 3.2 2.4 0.5 46%

慢性期 仙台中央病院 療養病棟入院料２ 48 37.6 9.5 2 10.2 15対1 16対1 4.2 0.0 0.0 6.0 0.0 0.0 4.8 0.0 0.4 66%

慢性期 医療法人翠十字杜都千愛病院 療養病棟入院料２ 46 45.2 5.4 1.8 11 28対1 22対1 2.0 0.9 0.0 5.2 2.0 0.7 4.1 1.7 0.0 64%

慢性期 松島病院 療養病棟入院料２ 45 41.0 6 8 14.2 13対1 13対1 0.9 0.0 0.0 2.0 0.0 0.0 0.9 0.0 0.2 72%

慢性期 南浜中央病院 療養病棟入院料２ 42 28.8 4 4 8.9 16対1 15対1 2.1 0.2 0.0 1.4 0.7 4.0 2.6 0.0 0.0 77%

慢性期 塩竈市立病院 療養病棟入院料２ 38 26.9 10 0 7 12対1 14対1 0.3 0.0 0.0 0.8 0.5 0.3 1.6 0.8 0.3 41%

看護師
数

准看護
士数

看護
補助者

稼働病床数10床あたりの実績
「令和元年６月診療分」であってかつ「令和元年７月審査分」　レセプト件数

常勤換算病棟職員
看護職
員推計
実質配
置

看護要
員推計
実質配
置

推計1
日平均
患者数

稼働病
床数

入院料医療機関名称機能

備考：看護職員（要員）推計実質配置の計算式について
基準時間の算出式「（1日患者数÷配置基準)×3交代×8時間×30日＝基準時間」の計算式を、「（1日患者数÷推計実施配置）×3交代×8時間×30日＝推
計実施勤務時間（常勤換算数×160時間／人・月）」に置き換えて計算し、推計実質配置を求めた。
尚、基準時間の算出式では、1日配置数について小数点以下切り上げであるが、推計実質配置の計算式では小数点以下を考慮していない。ため、推計実
質配置の値は基準時間算出時よりもやや小さい値となる。
職員の月間勤務時間を一律160時間としているが、これらの詳細は勤務先により異なるため、詳細については各医療機関において勤務計画表（様式９）
にて基準時間と実質時間の乖離を確認頂きたい。

• 下表は慢性期を届け出る医療機関別療養病棟別の実績指標を表している。
• 特に療養病棟入院料２を届け出る病棟については、看護要員の不足か医療区分2以上の患者が8割に満たないためか、その要因を確認

することが重要である。
• 看護配置に余力があり、医療区分が低い患者が多い病棟では、地域包括ケア病棟等の回復期機能への転換と在宅事業の組み合わせを、

あるいは要介護度が高い患者割合が高ければ介護医療院への転換など、地域の需要と実態を照らした今後の方向性検討が必要になる。
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在宅診療の展開状況

出典：2020年7月定例報告資料より作成

• 当地域は、宮城県全体に比べて在宅医療を受ける患者数は多いが、将来の需要は今後2倍近く増加することが予想されている。
• 在宅診療では患者数が多い医療機関上位3割で約8割の患者のシェアを持っており、積極的な活動を行う医療機関に実績が偏っている。

訪問看護事業は在宅診療ほどの偏りはないが、実績上位の事業所の実績は突出して多い。
• 今後の需要増加に合わせ、在宅医療等に取り組む医療機関や事業所の機能拡充や新規参入についての検討が必要になる。

■人口当たりの診療患者数（実利用者数） （単位：人）

医療

機関数

診療

患者数
割合

事業

者数

実利用

者数
割合

診療患者数+

実利用者数
割合

石巻・登米・気仙沼 115,553 20 2,764 2.4% 20 2,397 2.1% 5,161 4.5%

仙台 401,543 111 13,910 3.5% 111 7,716 1.9% 21,626 5.4%

仙台市 280,190 78 10,975 3.9% 87 6,055 2.2% 17,030 6.1%

仙台市外 121,353 33 2,935 2.4% 24 1,661 1.4% 4,596 3.8%

仙南 58,053 8 508 0.9% 7 389 0.7% 897 1.5%

大崎・栗原 90,132 22 1,830 2.0% 13 1,122 1.2% 2,952 3.3%

宮城県 665,281 161 19,012 2.9% 151 11,624 1.7% 30,636 4.6%

※割合：診療患者数（実利用者数）÷６５歳以上人口（2020年）

合計①+②
65歳以上

人口

（2020年）

在宅医療①

(病院・診療所)

在宅医療②

(訪問看護事業所)
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在宅診療の展開状況（地区別）

出典：2020年7月定例報告資料より作成

仙台市（3.9%） 仙塩地区（1.8%）

名取・亘理地区（2.4%） 黒川地区（3.8%）

※（）内の数値は65歳以上人口に対する実患者数
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訪問看護の展開状況（地区別）

出典：2020年7月定例報告資料より作成

仙台市（2.2%） 仙塩地区（1.1%）

名取・亘理地区（2.1%） 黒川地区（0.6%）

※（）内の数値は65歳以上人口に対する実患者数
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病床規模と届出入院料の概況①

出所：病床機能報告（2019年7月1日現在）より作成。

• 下図は縦軸を届出入院料の急性期から慢性期を指標化した加重平均を表し（詳細P,51）、横軸は病床機能報告に届出される総病
床数を表している。総合急性期医療を実施するためには一定の規模が必要であるが、当地域では大病院（400床以上）相当の規
模を上回る医療機関が複数ある。

• なお、当地域は将来需要が2040年まで増加する見込みであり、それに対応する提供体制を検討する必要がある。
• 中小規模病院については、単科専門型による急性期医療の提供もしくは地域密着型の救急から在宅医療の提供が適しており、そ

れぞれの規模機能間において棲み分けと連携の促進を行うことが重要になる。
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病床規模と届出入院料の概況②

1.医療法人寶樹会 仙塩総合病院

2.仙台リハビリテーション病院

3.貝山中央病院

4.中嶋病院

5.独立行政法人地域医療機能推進機構 仙台南病院

6.独立行政法人地域医療機能推進機構 仙台病院

7.医療法人松田会 松田病院

8.仙台整形外科病院

9.独立行政法人労働者健康安全機構東北労災病院

10.医療法人社団葵会 葵会仙台病院

11.塩竈市立病院

12.宮城利府掖済会病院

13.総合南東北病院

14.公益財団法人宮城厚生協会 坂総合病院

15.西仙台病院

16.ＪＲ仙台病院

17.スズキ記念病院

18.自衛隊仙台病院

19.南浜中央病院

20.宮城県立こども病院

21.国家公務員共済組合連合会東北公済病院

22.一般財団法人宮城県成人病予防協会附属仙台循環器病センター

23.公益財団法人宮城厚生協会泉病院

24.宮城中央病院

25.富谷中央病院

26.仙台中央病院

27.平成眼科病院

28.医療法人翠十字杜都千愛病院

29.医療法人宏人会 木町病院

30.公立黒川病院

31.医療法人財団明理会イムス明理会仙台総合病院"

32.泌尿器科泉中央病院

33.泉ヶ丘クリニック

34.仙台厚生病院

35.仙台赤十字病院

36.公益財団法人 仙台市医療センター 仙台オープン病院

37.岩切病院

38.河原町病院

39.安田病院

40.東北医科薬科大学病院

41.公益財団法人宮城厚生協会長町病院

42.独立行政法人国立病院機構宮城病院

43.光ヶ丘スペルマン病院

44.医療法人 徳洲会 仙台徳洲会病院

45.松島病院

46.東北医科薬科大学若林病院

47.医療法人社団赤石会 赤石病院

48.医療法人ひろせ会 広瀬病院

49.仙台市立病院

50.宮城県立がんセンター

51.伊藤病院

52.東北医科薬科大学名取守病院

53.仙台エコー医療療育センター

54.仙台東脳神経外科病院

55.医療法人寶樹会 仙塩利府病院

56.一般財団法人広南会 広南病院

57.独立行政法人国立病院機構仙台医療センター

58.泉整形外科病院

59.一般財団法人周行会 内科佐藤病院

60.東北大学病院

61.独立行政法人国立病院機構仙台西多賀病院

62.早坂愛生会病院

出所：病床機能報告（2019年7月1日現在）より作成。
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主な医療資源と実績の概況①

出所：病床機能報告（2019年7月1日現在）より作成。

医療機関名 稼動病床数
一日平均患者

数
病床利用率 医師総数 看護職員総数 薬剤師総数 セラピスト総数 急性期指数

救急車の受入

件数
病床回転率

東北大学病院 1,165 940 80.6% 628 1,236 81 41 4.0 3159 33
独立行政法人国立病院機構仙台医療センター 628 500 79.6% 176 612 31 31 4.0 4886 33
独立行政法人労働者健康安全機構東北労災病院 548 417 76.1% 113 408 22 25 3.8 3637 33
東北医科薬科大学病院 508 306 60.3% 207 513 45 34 4.0 3246 41
独立行政法人国立病院機構仙台西多賀病院 480 391 81.4% 26 303 7 29 1.7 42 6
仙台市立病院 467 400 85.6% 168 609 28 17 4.1 7144 42
独立行政法人地域医療機能推進機構　仙台病院 428 292 68.1% 66 328 19 19 3.7 1084 30
仙台厚生病院 409 449 109.8% 115 472 17 8 4.1 4094 48
仙台赤十字病院 389 280 71.9% 73 350 16 13 3.7 2123 32
国家公務員共済組合連合会東北公済病院 385 284 73.8% 78 342 17 27 3.6 939 41
宮城県立がんセンター 383 291 75.9% 75 316 26 5 3.8 229 29
公益財団法人宮城厚生協会　坂総合病院 357 326 91.3% 91 307 17 87 3.8 3819 36
独立行政法人国立病院機構宮城病院 344 289 84.0% 14 199 6 22 1.7 401 6
公益財団法人　仙台市医療センター　仙台オープン病院 330 287 87.1% 79 377 21 7 3.9 3559 54
医療法人　徳洲会　仙台徳洲会病院 294 237 80.6% 32 232 20 25 3.7 5682 25
総合南東北病院 271 244 89.9% 38 178 16 84 3.3 2556 18
宮城県立こども病院 241 183 75.8% 86 322 13 24 4.0 1012 34
西仙台病院 229 224 97.6% 17 163 13 71 1.0 0 1
一般財団法人広南会　広南病院 209 198 94.9% 24 184 7 32 3.5 1114 26
独立行政法人地域医療機能推進機構　仙台南病院 200 133 66.6% 18 117 8 9 3.6 650 16
ＪＲ仙台病院 197 92 46.9% 44 146 19 11 3.5 279 28
仙台整形外科病院 179 106 59.2% 12 63 3 18 2.7 41 16
公立黒川病院 170 105 61.7% 21 121 8 41 2.6 359 16
富谷中央病院 164 133 81.0% 12 70 4 2 1.6 73 6
塩竈市立病院 161 128 79.6% 21 107 8 15 2.8 784 20
医療法人翠十字杜都千愛病院 156 154 98.9% 9 71 4 14 1.0 0 1
中嶋病院 151 149 98.6% 21 94 9 70 3.3 3885 23
医療法人寶樹会　仙塩総合病院 143 117 81.8% 8 58 5 16 2.1 38 7
光ヶ丘スペルマン病院 140 103 73.3% 12 94 6 5 2.7 64 12
公益財団法人宮城厚生協会長町病院 135 112 83.1% 11 85 3 74 2.7 173 9
医療法人財団明理会
イムス明理会仙台総合病院 130 117 90.2% 21 126 16 39 3.4 4117 20
医療法人松田会　松田病院 125 61 48.6% 37 124 9 87 2.8 147 10
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主な医療資源と実績の概況②

出所：病床機能報告（2019年7月1日現在）より作成。

医療機関名 稼動病床数
一日平均患者

数
病床利用率 医師総数 看護職員総数 薬剤師総数 セラピスト総数 急性期指数

救急車の受入

件数
病床回転率

医療法人社団葵会　葵会仙台病院 125 118 94.2% 10 71 4 33 1.4 2 4
仙台エコー医療療育センター 120 115 95.8% 6 55 1 13 1.0 0 4
一般財団法人宮城県成人病予防協会附属仙台循環器病センター 116 80 68.8% 25 123 5 4 4.0 940 59
東北医科薬科大学若林病院 111 25 22.2% 32 122 7 21 3.6 355 27
医療法人寶樹会　仙塩利府病院 108 74 68.7% 26 75 5 13 4.0 339 29
宮城利府掖済会病院 100 79 79.3% 14 63 5 2 2.5 218 11
岩切病院 100 56 56.5% 8 54 6 16 1.8 73 8
松島病院 99 82 82.8% 9 50 3 5 2.6 103 12
泉ヶ丘クリニック 98 87 89.2% 6 52 2 0 1.8 4 3
公益財団法人宮城厚生協会泉病院 94 68 72.1% 11 56 3 44 3.1 366 12
医療法人ひろせ会　広瀬病院 93 79 84.7% 8 40 4 5 2.5 13 8
仙台東脳神経外科病院 93 67 72.6% 9 70 4 18 4.0 0 28
仙台リハビリテーション病院 82 72 87.4% 6 44 1 74 2.0 0 5
一般財団法人周行会　内科佐藤病院 81 78 95.8% 7 53 3 36 1.5 102 9
医療法人社団赤石会　赤石病院 79 59 74.4% 10 41 1 6 2.3 413 13
スズキ記念病院 78 29 37.8% 11 69 4 0 4.0 4 54
泌尿器科泉中央病院 76 19 24.7% 32 75 6 0 4.0 34 66
東北医科薬科大学名取守病院 62 54 86.6% 3 22 2 0 1.0 22 4
貝山中央病院 60 43 71.1% 4 19 1 2 1.0 0 1
自衛隊仙台病院 60 7 11.6% 14 64 3 2 3.0 11 75
宮城中央病院 58 34 57.9% 4 20 2 3 3.0 0 13
泉整形外科病院 54 33 60.2% 11 40 2 17 4.0 299 28
医療法人宏人会　木町病院 53 20 38.0% 6 37 3 0 3.0 36 24
河原町病院 52 48 93.2% 4 28 2 1 2.3 1662 17
早坂愛生会病院 52 51 98.6% 2 16 1 0 1.0 0 1
仙台中央病院 48 38 78.3% 3 12 1 0 1.0 0 3
南浜中央病院 42 29 68.6% 8 58 1 7 1.0 0 3
伊藤病院 40 20 51.0% 2 20 4 1 3.0 113 21
平成眼科病院 30 19 62.4% 5 36 1 0 3.0 0 102
安田病院 20 16 81.3% 6 50 1 2 3.0 7 2
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まとめ

症例数（ＤＰＣ症例数）

• 地域全体のDPC症例数は増加傾向にあり、前述までの予測に基づけば今後もこの傾向は続く見込み。

• 医療機関別の推移では、ほぼすべての医療機関で症例数が増加している。今後も需要が増加する前提

において、地域単位で医療提供体制を強化し、将来の需要に対応することを検討する必要がある。

疾患別症例数（疾病領域の集約化の状況）

• MDC01（神経系）では広南病院、MDC05（循環器）では仙台厚生病院、MDC09（乳房）では東北公

済病院、MDC14（新生児）とMDC15（小児）では県立こども病院等、特定のMDCにおいて大きな

シェアを持つ医療機関が存在し、その他は分散している。

• 今後増加する医療需要と医師の働き方改革への対応を念頭において今後の方向性を検討することが必

要である。

医療資源の状況について

• 病院数および病床数が全国より少なく、1病院当たりの規模が小さくなりやすい環境下にある。また、

現状は将来の医療需要や必要病床数に満たない状況にあり、役割分担と連携促進等により生産性を高め

るなど、将来の需要への対応方法について引き続きの検討が必要になる。

• 在宅医療等の需要は2013年対2040年の比較では2倍になることが予想され、今後必要とされる在宅事

業についての普及方法を継続して検討する必要がある。



2021 Copyright© NIHONKEIEI Co.,Ltd. All rights reserved. 48

まとめ

救急搬送の状況

• 地域の救急搬送では、仙台市立病院をはじめ医師数と救急搬送受入数が多い医療機関が複数存在する

と同時に、比較的少人数で多くの救急搬送を受け入れている医療機関も存在する。

• 今後の需要増加と医師の働き方改革の両方を視野にいれた地域における役割分担と機能の強化を検討

する必要がある。

周産期医療、小児救急医療を含む小児医療

• 周産期は複数の医療機関に症例数が分散し、新生児・小児医療は県立こども病院に集中している。こ

れら将来需要は減少の可能性がありつつも、24時間365日体制が必要な医療について、医師の働き方

改革も見据えて将来的には機能の集約について検討が必要になる可能性がある。

機能別病床数について

• 全ての機能別区分において需要は増加の見通しだが、内訳では、高齢者人口の増加に合わせて回復期

と慢性期への機能転換が求められる。2019年度病床機能報告時点では、回復期機能を届け出る病棟

（病床）は少なく、小規模のものが多い。また、地区によって機能別病床数の偏りの特徴が異なるが、

地域包括ケアシステムを考えれば、各地域において回復期及び在宅等の機能充実が必要。

• 在宅医療等の需要は倍増する見通しであり、回復期機能と在宅医療等の充実という地域包括ケアシス

テムの要となる機能の拡充が必要である。今後増大する医療需要に対して、機能分担と連携の促進、

規模機能の地域的な拡充等、多方向において今後も検討をお願いしたい。
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参考
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参考）

MDC01 神経疾患

MDC02 眼科系疾患

MDC03 耳鼻咽喉科系疾患

MDC04 呼吸器系疾患

MDC05 循環器系疾患

MDC06 消化器系疾患、肝臓、膵臓疾患

MDC07 筋骨格系疾患

MDC08 皮膚・皮下組織の疾患

MDC09 乳房の疾患

MDC10 内分泌・栄養・代謝に関する疾患

MDC11 腎・尿路系疾患及び男性生殖器系疾患

MDC12 女性生殖器系疾患及び産褥期疾患・異常妊娠分娩

MDC13 血液・造血器・免疫臓器の疾患

MDC14 新生児疾患、先天性奇形

MDC15 小児疾患

MDC16 外傷・熱傷・中毒

MDC17 精神疾患

MDC18 その他
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参考）ポジショニングマップの急性期指数について

上記区分により高度急性期5pt、急性期A4pt、急性期B3pt、回復期2pt、慢性期1ptとして1床あたり加重平均を求めた。
当指数は院内資源（病床）をどの入院料に割り当てているかの尺度とし、当該資料において便宜的に設けたもの。
ポジショニングマップは上記により、一般病床および療養病床の稼動病床数合計（横軸）と、それら病床を用いて急性
期から慢性期までのどこに重心を置いた展開を行っているかを一目するために作成したもの。
介護型療養病床、精神病床は対象外となります。

No, 入院基本料・特定入院料 区分

19．救命救急入院料１ 高度急性期

20．救命救急入院料２ 高度急性期

21．救命救急入院料３ 高度急性期

22．救命救急入院料４ 高度急性期

23．特定集中治療室管理料１ 高度急性期

24．特定集中治療室管理料２ 高度急性期

25．特定集中治療室管理料３ 高度急性期

26．特定集中治療室管理料４ 高度急性期

27．ハイケアユニット入院医療管理料１ 高度急性期

29．脳卒中ケアユニット入院医療管理料 高度急性期

32．新生児特定集中治療室管理料２ 高度急性期

33．総合周産期特定集中治療室管理料 高度急性期

34．総合周産期特定集中治療室管理料 高度急性期

35．新生児治療回復室入院医療管理料 高度急性期

1．急性期一般入院料１ 急性期A

1．急性期一般入院料２ 急性期A

1．急性期一般入院料４ 急性期A

1．急性期一般入院料５ 急性期A

1．急性期一般入院料６ 急性期A

37．小児入院医療管理料１ 急性期A

38．小児入院医療管理料２ 急性期A

39．小児入院医療管理料３ 急性期A

40．小児入院医療管理料４ 急性期A

9．特定機能病院一般病棟７対１入院基本料 急性期A

1．急性期一般入院料７ 急性期B

2．地域一般入院料１ 急性期B

2．地域一般入院料２ 急性期B

2．地域一般入院料３ 急性期B

3．一般病棟特別入院基本料 急性期B

42．回復期リハビリテーション病棟入院料１ 回復期

43．回復期リハビリテーション病棟入院料２ 回復期

44．回復期リハビリテーション病棟入院料３ 回復期

45．回復期リハビリテーション病棟入院料４ 回復期

46．回復期リハビリテーション病棟入院料５ 回復期

47．回復期リハビリテーション病棟入院料６ 回復期

48．地域包括ケア病棟入院料１ 回復期

49．地域包括ケア病棟入院料２ 回復期

52．地域包括ケア入院医療管理料１ 回復期

53．地域包括ケア入院医療管理料２ 回復期

14．障害者施設等７対１入院基本料 慢性期

15．障害者施設等10対１入院基本料 慢性期

4．一般病棟入院基本料（療養病棟入院基本料１の例により算定）慢性期

5．療養病棟入院料１ 慢性期

56．特殊疾患病棟入院料１ 慢性期

57．特殊疾患病棟入院料２ 慢性期

58．緩和ケア病棟入院料１ 慢性期

59．緩和ケア病棟入院料２ 慢性期

6．療養病棟入院料２ 慢性期




